
コンポストの使い方
コンポストは、プラスチック製の容器で大きなバケツをひっくり返したような形をし
ています。畑や庭の土の上に設置し、土中の微生物の働きで生ごみや枯葉など
を堆肥にしましょう。

④堆肥として使う

容器がいっぱいになったら容器を引き上げ、上部の未発酵
の生ごみは移し替えたコンポストに再投入します。

発酵した生ごみは、庭などの土と混ぜて１か月ほどおくと良
い堆肥ができます。家庭菜園やガーデニングの肥料としてご
活用ください。

①コンポストを設置する

なるべく日当たりや水はけ、風通しの良い場所を選びましょう。
深さ20㎝～30㎝程の穴を掘り、コンポストを地中10㎝位に設置します。
容器の周りはしっかりと土をかぶせて踏み固めます。

○深く掘ると生ごみがたくさん入ります
○容器の周りにしっかりと土をかぶせることで、虫の侵入や
猫・ネズミ等のほじくり、風などによる転倒を防ぎます

②床を作る

容器の底に枯葉や枯草を敷いて床を作ります。

○米ぬかを入れると、さらに微生物の活動が活発になり、発
酵が促進されます

③生ごみを入れる

水分をよく切った生ごみをコンポストに入れます。
この時、スコップ一杯程の土を入れ、よく混ぜ込んでください。

生ごみ投入後、乾いた土で覆っておくと悪臭や虫発生の防止
に効果があります。※殺虫剤は使わないでください

生ごみの投入を容器がいっぱいになるまで繰り返したら、中身
が完熟するまで、投入をやめます。

完熟には、季節や投入したものにもよりますが数週間から１か
月ほどかかります。

○堆肥が完熟してくると投入物にかかわらず色が黒くなりカビ臭くなります
○水分が多い場合は、枯葉や枯草、乾燥した土などを混ぜて調整してください。

入れて良いもの 入れてはいけないもの

・野菜くず・残飯
・卵の殻・茶がら
・コーヒーかす
・枯葉・枯草

・腐った生ごみ・タバコ
・肉類・魚類・油もの
タマネギの皮

20～30㎝

10㎝

生ごみの水分
は地中に吸収
されます

○発酵分解を促進するポイント
・大きなものは細かくしてから入れること

・水分の多いものは水気をよく切ること

・野菜くず等は新鮮なうちに入れること

・米ぬかや発酵促進剤を入れること



コンポストの実際の使用例

コンポストを使用して30年以上の大久保にお住まいのAさんに、堆肥化容
器の使用についてお話を伺いました。
コンポストは大小10個ほど、主に畑の横に設置して使用されています。

①容器を置くときに、気を付けたことはありますか？

コンポストは地面から10㎝ほど地中に埋めています。
浅すぎると生ごみの水が地面に漏れてしまったり、ネズミ
等が間から侵入してしまう可能性があるので気を付けて
います。

②生ごみを入れる時に工夫していることはあります
か？

枝葉等はハサミで5～10㎝位に切ってから入れています。
生ごみを投入後は、米ぬかやもみがらを入れてから足踏
みしています。

③そのほか工夫していることはありますか？

コンポストに黒い袋をかぶせると堆肥化が早まるような気
がします。

④コンポストの使用により、家のごみの量に変化は
ありましたか？

コンポストを使用して30年以上、４人暮らしですが生ごみ
を一度もごみとして出したことはありません。

☆コンポストの使用についてアドバイス！

堆肥作りを主な目的にするなら小さめのコンポストを
使うことをおすすめします。小さめのコンポストだと容
器の引き上げが楽になります。

また、虫は生ごみを堆肥にするありがたいものだと考
えています。


